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市民経済委員会委員長報告書  

 

令和４年１２月１４日  

 

市民経済委員会に付託されました議案２件について、審査の過程に

おける委員からの討論及び審査結果について、審査経過順に報告しま

す。  

初めに、議案第９１号「令和４年度流山市国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）」について報告します。  

本案は、クレジット収納業務委託の変更に伴う債務負担行為の追加

等を行うものです。  

審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致をもっ

て、可決すべきものと決定しました。  

次に、議案第９２号「令和４年度流山市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）」について報告します。  

本案は、クレジット収納業務委託の変更に伴う債務負担行為の追加

を行うものです。  

審査の過程における討論として、  

１  賛成の立場で討論する。  

これまで私は、後期高齢者医療制度に関わる議案については反対を

するケースが多かったが、その理由はこの制度が発足した政策的意図

や動機に問題があるため、つまり社会保障の理念や社会保険の原理に

反した制度であると考えるが故である。  

また、クレジット納付制度も、国による行政システムの広範囲なデ

ジタル化の政策とも関連しており、その大元の政策に対しては、情報

管理の在り方、産業政策としてみた場合の偏りなどに対して、異論や

反対意見を持っている。  

しかしながら、今回の議案第９２号については、それらの問題とは

相対的に別個の問題として、地方公共団体の財務制度上の問題、公金

の納付のツール上の問題、さらにはクレジット納付から市税３税等が

除かれることなどによって債務負担行為の補正が必要になった問題で

あると整理をする。  

がありました。  
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採決の結果、全会一致をもって、可決すべきものと決定しました。 

以上  


